
「建築物等の解体等工事における石綿飛散防止対策に係る 

リスクコミュニケーションガイドライン」の概要について 

平成 29 年 10 月 環）環境対策課

１ ガイドライン策定の趣旨 

  建築物等の解体等工事において、石綿の飛散防止に関し、周辺住民等とリスクコミ

ュニケーションを図ることにより、周辺住民等との信頼関係が構築され、適切な工事

を施工できるよう、基本的な考え方や手順をとりまとめたもの。平成 29 年 4 月 28 日

に環境省より、ガイドラインの作成・公表について通知（裏面）があった。

２ リスクコミュニケーションの手順 

 ・実施方法（掲示、チラシの配布・回覧、戸別訪問、説明会）及び、各実施方法のメ

リット・デメリット

 ・チラシの良い例、悪い例

 ・対象エリア・対象者の決め方

 ・実施時期ごとの留意事項（工事前、工事中、工事後）

３ 石綿漏洩・飛散事故発生時等のリスクコミュニケーション 

 ・事前調査で確認できなかった新たな石綿含有建築材料が出てきた際の対応

 ・石綿漏えい・飛散事故発生時の対応

４ 参考資料 

 ・リスクコミュニケーションの個別事例（公共施設の改修工事、公営住宅の解体工事、

学校耐震化工事の一環として実施された特定粉じん排出等作業など）

 ・リスクコミュニケーションで使用する資料の例（お知らせ看板、周知チラシなど）

 ・説明会開催で注意するポイントのまとめ

 ・説明会の想定問答

【ガイドラインの入手方法】 

下記、環境省ホームページよりダウンロードできます（全 87 ページ） 

【環境省】「建築物等の解体等工事における石綿飛散防止対策に係るリスク

コミュニケーションガイドライン」の公表について 

http://www.env.go.jp/press/104003.html
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